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序

『部瀬名貝塚発掘調査報告書lを発行することができ、たいへん喜ばしく思いま

す。発掘調査が行われた昨年は、 12000年九州・沖縄サミット jの開催にあたり世界

の注目が沖縄に注がれた年であります。私たち沖縄県民は、世界各地からの方々を

お迎え、接することにより沖縄の自然・文化・人々の気質など「沖縄らしさ」とい

うものを伝えることができたと思います。さらに、これらの経験は沖縄の文化が世

界に誇れるすばらしいものであることを確信しました。 

2000年という年が沖縄県 名護市のこれからを方向づける年であったと共に、文

化財保護行政にとっても大きな節目の年でありました。昭和25年に制定された文化

財保護法は半世紀の節目を迎えました。埋蔵文化財を含め有形 無形の文化財は、

私たちの長い歴史のなかで生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な国

民の財産であります。現在、名護市における指定文化財は65件、遺跡の数は79遺跡

が確認されています。これらの文化財産を、過去から現在、未来へと受け継いでい

くために調査-保護を行い、広く活用していかなければなりません。

最後になりますが、発掘調査および本報告書の作成にご協力頂いた関係各位のみ

なさまに深く感謝申し上げるとともに、本書が文化財愛護思想の高揚はもとより諸

開発事業の協議・調整、研究等多くの方々に活用されることを願い、発刊のあいさ

つといたします。

平成 13年 (2001年) 3月

名護市教育委員会

教育長山里全用



例言  

l 本報告書は、 1999年から 2000年(平成 11年度)に実施した「部瀬名貝塚」緊急発掘

調査の内容を記録したものである。 

2 .発掘調査は「国道路号・部瀬名線道路線形改良事業」に伴うもので、沖縄総合事務局

北部国道事務所(所長仲村時男)より名護市(市長 岸本建男)が委託を受け、名護

市教育委員会が実施した。 

3.本書に掲載した地図は、国土地理院発行の 1/50000地形図と名護市役所発行の 1/25000、 

1/10000地形図を使用した。 

4.本書の表紙に掲載した部瀬名岬の航空写真 (1999年撮影)は、名護市マルチメディア

推進協議会より提供して戴いた。 

5. この報告書を作成するにあたり、発掘調査において出土した各資料の同定及び分類に

ついては下記の方々の協力・ご指導を賜った。記して謝意を表します。

石器: 神谷厚昭(沖縄県立博物館)

土器: 宮城弘樹(今帰仁村教育委員会)

貝製品: 島袋春美(沖縄県立埋蔵文化財センター) 

6 .各章の執筆は下記のとおり分担した。

仲宗根禎(第  1-第W章、第V章第3-9節、第VI章)

新城卓也(第  V章第卜 2節) 

7.土器及び陶器類の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局及び(財)日

本色彩研究所監修『新版標準土色帖J2000年版を使用した。 

8.発掘調査において得られた出土遺物及び実混u図・写真などの記録は、すべて名護市教

育委員会社会教育課文化財係の資料室にて保管している。 

9 .発掘調査及び資料整理などの調査体制については、第 I章第2節に記している。
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第 I章調査に至る経緯

第 l節調査に至る経緯

平成 IO年11月、名護市建設部建設課より名護市教育委員会(以下、市教育委員会)へ喜

瀬地内における埋蔵文化財の有無について照会がなされた。同地区において「市道・部瀬

名線道路改良事業」が計画されているためである。これに対し、市教育委員会は工事予定

地内において、周知の遺跡である部瀬名貝塚の広がりが予想されることから、試掘調査を

実施することとなった。

試掘調査は、平成 11年6月8日から実施されたが、 12000年九州・沖縄サミット」の開催

にあたり、会場の部瀬名岬に接する国道58号の部瀬名線道路線形改良事業が計画され、急

濯、国道部分も併せて行った。その後、沖縄総合事務局北部国道事務所(以下、北部国道

事務所)と市教育委員会で埋蔵文化財の取扱いについて協議・調整を行い、工事予定地内

における既存建物の撤去が済み次第、記録保存を目的とした緊急発掘調査を実施すること 

月から部瀬名貝12年11を整え、平成1)に両者が合意した。その問、市教育委員会は調査体市

塚の緊急発掘調査を実施した。

第2節調査体制

発掘調査(平成 11年度)から資料整理及び報告書の刊行(平成 12年度)まで、下記の体

制で実施した。

調査主体….........……・・名護市教育委員会


H H H調査総括…...・ ・・・....名護市教育委員会教育長 山里全用


調査責任者...・ ・..……一社会教育課長 平良芳一
H

H H H総務責任者...・ ・・・..…文化財係長 島福善弘


総務・  ・・..……………渡口裕
H H

調査員 …-……...・ ・..仲宗根禎H

調査補助員…・・...・ ・-…仲村美代子H

新城卓也(平成 12年度-)


資料整理員...・ ・..…・・-神谷祐子
H

喜納聡(平成  11年度)

平 貢(平成 12年度-)

発掘作業員

伊藤文、大城j青光、岸本 勝、具志堅輿裕、呉屋太郎、崎問宗助、平良昌也、

平良幸男、徳嶺朝直、仲井間敏子、比嘉真正、比嘉善助、比嘉幸子、富名越明、

山城キヨ子、山城正則

資料整理作業員


安次富京子、玉城好I告、岸本美枝子
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名古車精

部瀬名貝塚

第 2図部瀬名貝塚の位置図  
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第E章位置と環境

部瀬名貝塚は、名護市と思納村の境近くに位置する砂丘遺跡で、行政よは沖縄県名護市

字喜瀬部瀬名原に所在する。

喜瀬集落から恩納村名嘉真小字伊武部原に抜ける国道58号線の北側に部瀬名岬が突出し

ている。岬の先端は先新第三系の千枚岩類および第四系の段丘堆積物からなり、最高標高

は33.7mである。貝塚が位置する南側の基部は、砂層からなる海岸低地である。

部瀬名岬を含む恩納村字宇嘉地から名護市世冨慶の海岸沿いは、白砂が長く続き景観が

特に優れた地域である。そのため1965年に「沖縄海岸政府立公園」に指定され、� 1972年

の復帰にともない「沖縄海岸困定公園」となった。その後、� 1970年8月には沖縄海中公園

が開園、� 1975年には隣接して国民宿舎名護浦荘が開設された。しかしその反面、部瀬名岬

付近からは開発のため採砂が行われ、美しい景観が崩されるということもあった。

現在の昔日i瀬名岬には、「ザ・ブセナテラスピーチリゾート� Jや2000年08サミァト(主要

国首脳会合)が行われた「万国津梁館」が位置する。

この部瀬名貝塚は、� 1953年に多和田真淳氏により発見され、同氏の「琉球列島の貝塚分

布と編年の概念」の中で「喜瀬包含地j と銘々され、「名護町字喜瀬、思納付伊武部の海

岸に近い。川田原貝塚系の土器が出土する。jと記されており、多和田編年の晩期に位置

づけられていた。

引用文献 『角川日本地名大辞典� 47 沖縄県l 角川書庖� 1986年

多和田真淳� 1956年版「琉球列島の貝塚分布と編年の概念J r琉球政府文化財要覧j

岬� -wa-4Zちを:ヂコ
部瀬名貝塚周辺の遺跡・文化財分布図ー� 

11 



第� 4図 音防署名貝塚周辺の小地名図� 
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第皿章調査経過 


平成11年度  (1999年度)

平成 10年度、名護市建設部により喜i瀬地内において市道・部瀬名線道路改良工事区域に

おける埋蔵文化財等の有無を確認する照会がなされたことにより、平成 11年 (1999年) 6 

月に名護市教育委員会が埋蔵文化財等の確認を行う試掘調査を行うこととなった。ところ

が、 12000年九州-沖縄サミット」の開催にあたり、会場の部瀬名岬に隣接する国道58号

線の部瀬名線道路線形改良事業が計画され、急建国道部分も併せて試掘調査を行うことと

なった。

平成 11年6月から約 1ヶ月間に亘り実施された試掘調査の結果、両工事予定地内において

埋蔵文化財が確認された。その後、本調査の対象は市道部分から国道部分に移り、沖縄総

合事務局北部国道事務所(以下、北部国道事務所)と名護市教育委員会(以下、市教育委

員会)の聞において「部瀬名貝塚」の記録保存について協議がなされた。

平成 11年 11月26日、北部国道事務所と市教育委員会において「部瀬名貝塚」の記録保存

に関する協定を締結し、同年 11月29日に平成 11年度部瀬名貝塚発掘調査の委託契約が締結

され、平成 11年 11月30日から平成 12年2月29日を予定期間とする緊急発掘調査を実施する

ことが決定した。

本調査は、平成 11 (1999)年12月l日から平成 12(2000)年l月20日までの約2ヶ月に亘

り実施された。当初、発掘調査範囲内に建物が既存していたため、北部国道事務所により

その解体と撤去から行われた。その後、 12mX50mの範囲で深さ約 1mの客土をパックホ

ーにより除去し、道路改良工事のために 20m間隔で設置されている工事杭 (No50・No51)

を基点に4mX4mを単位とするグリットを設定した。

調査は、客土の除去により旧地表商が露出していた西側のc.oー11-13(I地区)か

ら着手した。手堀により掘り下げていくと、予想されていた沖縄貝塚時代後期(約2000年 

-1500年前)の土器や石器が確認されたが、堆積状況や近世・現代の遺物と共に出土する

ことから撹乱を受けていることが判明した。 I地区における調査を行うなか、本来の堆積

状況を保つ地点を探す為に西側から東側へと調査範囲を拡大していった。ところが、 C. 

0-6-9 (II地区)、 C-2・3(困地区)のいずれの調査区においても撹乱を受けていた。

深いところでは現地表面から 2mもの客土が堆積し、その下の砂層では茶褐色砂と白砂が

マープル状に堆積していた。そのため、貝塚時代当時の人々の生活跡を示す遺構も検出さ

れなかった。さらに、調査区の南側に3カ所のトレンチを設け確認を行ったが、残念なが

らそこでも撹乱が認められ、各地区の堆積状況の記録を取り発掘調査を終了した。

平成12年度  (2000年度)

平成 12年度は、協定書に基づき 4月12日に年間の委託契約を締結した。本年度は、昨年

度の発掘調査により出土した資料を洗浄・注記・接合を行った後、実i則作業を行い発掘調

査の成果をまとめた報告書の作成を行い、部瀬名貝塚発掘調査全体の業務を終了する。 
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第町章層序と遺構

第� l節層序

発掘調査は西側から東側へと範囲を広げて行った。調査地区を大きく分けると、� 3つの

地区に分けられる。� I地区はc・0-11-13グリ� 7 ト及びFー12トレンチ。� E地区はC-5 

-7、0-8・9グリット及びE-6トレンチ。田地区はC-2・3グリット及びE-3トレンチで

ある。これら� 3地区では土壌の堆積状況が異なることから、層序を統一せずそれぞれ独立

して扱った。以下、各地区ごとに層序を記述し、小結にて3地区における層序の相互関係

及び整合性を考察する。� 

1. I地区� (C・0-11-13グリッ卜� IF-12卜レンチ)� 

I層:客土。赤褐色~黄褐色土に粘板岩や石灰岩などの礁が混じる。
 

E層:暗茶褐色混磯砂層。
 

a 暗茶褐色f昆傑砂層。耕作土。� I層を除去すると畝が検出された。
 

b : Ila層と同様であるが、ビニールパイプを埋設した際の堆積層である。


困層:灰褐色砂層。黒褐色及び茶褐色砂と白砂がマーフゃル状に混じる層。
 

W層:赤褐色砂を主体とする層である。� a-fの6つの層に細分される。
 

a : i炎赤褐色砂にシルト質の土が混じる層。� 

b : 1炎茶褐色混磯砂層。
 

c 茶褐色混土砂層。
 

d :暗赤褐色砂層。上位層が混じる。 

e : i炎茶褐色砂層。� c・0-11・12に分布する。� 

f:暗赤褐色砂層。 

V層:赤茶褐色砂層。

羽層:明赤褐色砂層。� Cー12グリットにおける上面では重機のキャタピラ跡が検出された。� 

VII層:暗茶褐色混土砂層。海岸方向へ傾斜しており、低くなるに従い土の混入の割合

が増し、シルト質をなす。


VIlI層:暗赤褐色砂層。
 

C-13グリットでの撹乱状態からこのような層序の扱いになったが、その他のグリ� y ト

においては概ね� I層→Ila層→血層→Ne層→VI層の堆積状況をなす。Ila層から� E層にま

たがり沖縄貝塚時代後期の土器片が出土するに伴い、� C.0-11グリットを中心に近世の陶

器片や戦後の現代遺物も出土することが確認された。遺物の出土状況と断面に見られる堆

積状況から� IIa層-Ne層までは撹乱を受けていることは明らかである。� V層以下について

は、まったく遺物が検出されない層である。� 

15 
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第V章出 土遺 物

第� 1節土器

土器は口縁部20点、底部17点、胴部337点、不明部位l点の総数375点が検出された。ほ

とんどの資料が小破片である。そのため土器の分類・器種の判別が困難で、あるので今回は

割愛させていただき、本報告書に掲載した遺物についてのみ述べる。

土器の文様は無文が主体で、文様が施されている資料はごく少量である。施文部位はす

べて胴部に含めた資料で、文様は貼付突帯文や隆起線文である。口縁部・底部に施文され

ている資料は� l点も検出されなかった。

混入物は石灰質砂粒・石英 長石・角閃石・千枚岩・赤色粒が使用されていて、雲母・

輝石を使用している資料もわずかだが数点検出された。

器面は指頭による調整もあるが、大半が工具によってナデ調整がなされている。丁寧に

ナデ調整がおこなわれている土器が主であるが、なかには雑にナデ調整がおこなわれてい

る土器もある。

口縁部 外反 と尖)
直口� 「一一肥厚する

」←←ー肥厚しない

尖

丸 肥厚する

肥厚しない

1 .口縁部資料

外反するタイプと直行するタイプがある。直行するタイプは3点(第10図5・6・8) 

あり、第10図5・8は直行するタイプの中でも口唇部が肥厚する形で、第10図5は口唇部

が平坦に、同図� 8は口唇部が外倶IJに丸みを子育びている。残りはすべて口縁部が外反するタ

イプで肥厚する資料はなく、口唇部が平坦になっている資料と丸みを帯びている資料に分

かれる。� 

2 .胴部資料

土器の文様は貼付突帝文または隆起線文で、器壁の厚さは4-7ミリである。第11図13・� 

14と17の資料はもろくなっており、貼付けの一部が欠落している。� 

3 .底部資料

底部はくびれ平底� 5点、平底4点、不明� 2点で、尖底と思われる土器底部は一点も出土

しなかった。底の器壁の厚さは大半が1.5cm-2cmであるが、資料のなかにはO.4cm(第11

図5・7)の薄手の土器や、 3cmの厚手の土器(同図� 8)も出土している。 
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第� 2表地区別土器出土表� 

I地区� C-11 C-12 C-13 F-12 

IIa E Nd IIa E Nd V IIa 田� V 日

口縁� 5 7 

胴部� 2 9 55 3 6 31 2 6 118 
無文

底部� 3 4 

部{立不明

有文� (it 口縁

線浮士町 胴部� 2 2 7 

帯) 部位不明� 

2 11 2 65 4 7 34 2 6 136 

D-11 D-12 D-13 

IIa E IIa E Nb IIa 田� Nc Nd V 

蛙文

口縁� 2 3 

胴部� 16 13 22 5 25 22 3 109 

底部� 3 2 6 

部位不明

有士(沈

線'1字文肝

帯)

口縁

胴部� 2 

部位不明� 

19 13 27 5 26 23 4 119 

E地区� C-6 C-7 D-8 D-9 

町� illa illb illc W W 皿a N 
口縁� 5 7 

胴部� 39 z 6 3 17 3 71 
無文

底部� 3 3 

部位不明

有文� (it 口縁

線ー浮文or胴部

帯) 部位不明� 

47 2 6 4 17 3 自l

皿地区� C-2 C-2 E -3 

E illa 皿d Na 町b 日 皿a 日

口縁� 3 

胴部� 2 8 9 2 22 
無文

底部� 4 

部位不明

有文� (it 口縁

線浮文or胴部

帯) 部位不明� 

2 10ム2 11 2 30 

24 



2 

白� -F臼
 
4 

f:!J-/l-G 0-8 D-~CJ 


E-F日 Df-長~~-a-G]


号� -f-事� 0-<<-0匂サ。 
  

11 

第� 10図土器(口縁部� 1-13) 
。� 10cm 

25 




起げ 』げ \~d 


、ヒlLO見ロ
4 5 6 

9 10 

J¥戸す 、な二コ:員� 

令

， 

7 8 

包
�
 

_r/ :v' 

11 

tA ι
M
H
'15 

13-Pて事� 
14 

モミフ'

3-3
 門

μ，
G191 

U 司:グ
 
16 

第11図土器(底部 1-11、胴部12-18)

18

。 10cm 

-26ー� 



第 2節 石器

石器は� 7点出土した。その内訳はクガニイシ形石器� 2点、磨石� 4点、砥石� l点である。

，.クガニイシ形石器

クガニイシ形石器はトカラ列島から沖縄諸島までの南島北部圏・中部薗の文化圏で発見

された遺物で、製粉用石器と推測され、南島北・中部の文化圏の特徴的な遺物のひとつで

)。1ある(註� 

本遺跡で発見されたクガニイシ形石器はいずれも白木原和美氏のいう� B型に属するもの

と考えられ、伊江島のナガラ原東貝塚(註� 2)などで報告されている。

第12図� 1 (PL.15の� 1)は緑色変岩製で、表面・裏面ともに研磨が施されている。上

面に幅1.3ミリほどの帯状の平坦面が見られ角の部分は自然面になっている。下部の角の

部分に叩いて使用したあとがあり、日IJき石として併用して使用されたとみられる。

同図� 4 (PL.15の� 2)はひん岩製である。中央に縦3.5cm、横� 3cmの浅し、くぼみがあるこ

とから、くぼみ石として併用で使用されたと思われる。� 

2.磨石

全部で� 4点出土したが、すべて破損が著しいため大きさ・形状が不明である。第12図5 

(P L.15の6) は本部石灰岩製で、破損部分(側閥 裏面)が著しいため、全体の形状や

大きさなとは不明である。残っている面をみると、表面図の下端部に研磨痕がみられる。

同図� 3 (PL.15の� 5)は玄武岩製である。表面図の裏面・右側面・上部の破損が著し

いため全体の形状・大きさは不明。全体的に研磨が施されており、左側面は011¥，、て使用し

たあとが残っている。

同図� 2 (P L.15の3)は緑色変岩製で、角の部分と思われるが、破損部分(表面図の

左側面・裏面・上面)が著しいため、全体の形状・大きさは不明である。残っている部分

(破損の害IJれ目以外の部分)は研磨が全体に施されている。

同図� 7 (PL.15の4)は変輝緑岩ないし緑色変岩製である。表面・裏面・側面は四角

形で断面は台形状になっている。破損がひどく全体の形状 大きさは不明。表面・裏面は� 

し当て使用した跡がある。11研磨されているが、側面は研磨されておらず、日

3.砥石

第12図6 (P L.15の� 7)は石英斑岩製で、表面図の上面・左側面が破損しているため

全体の形状 大きさは不明。表面・裏面・右側面が研磨されている。とくに裏面はきれい

に研磨が施されている。表面図の中央部 右側面に使用痕があるが、あまり使用はされて

いない。下面は自然、面である。

引用文献

註� l 白木原和美 「クガニイシJ rit丈論KfJ41号 熊本大学法文学会� 1978年

註2 r 第34集J 能本大学文学部寺古学研究室� 1998{!:.考古学研究室報告
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第 3節貝製品

本節で扱う資料は、員製品および製作途中の未製品と考えられるものを主とし、これま

で県内の各遺跡において製品として報告されている資料に類似するものを図示した。 

1.ゴホウラ

ゴホウラは琉球列島のサンゴ礁海域に生息する大型巻貝の一種である。このゴホウラは、

弥生時代前期後半(今から約2200年前)から使い始めたとされる南海産貝輪(腕輪)の素

材となるものである。

第13図lは螺背面から結節部・螺腹部にかけ欠損。人為的に加工したと考えられるが、

貝輸を製作するには比較的サイズは小さい。残存重量は314g Cー11地区第 Nd層出土。0 

同図2は外唇部のみの資料である。 188g 0 Cー7地区第 Na層出土。

同図3は腹面部を利用した貝輪の未製品であり、外商には研磨の痕跡が見られる。 46g 0 

C-12地区第四層出土。 

2.二枚貝有孔製品

シャコガイ科を主体とする二枚貝有孔製品は、殻頂部に穿孔を施すものであり、その用

途は貝錘(漁網錘)として想定されている。第 14図1-4、大小4点を図示したが、ヒメシ

ャコが多く見られる。 

3 . そのイ也

上記の他にヤコウガイやタカラガイ・イモガイ等の資料を図示しているが、これらは当

初製品の可能性があるものとして取り扱っていた。ところが、沖縄県立埋蔵文化財センタ

ーの島袋春美氏に見て戴いたところ、人為的な加工痕および使用痕がないことから、これ

らは製品である可能性が低いとの所見をいただ、いた。

なお、第 15図7-9のオニノツノガイ科、同図6のヒメイトマキボラには体層部から螺塔

部にかけて一方向のみ擦り減る特徴が見られる。しかし、これらについても人為的なもの

ではないことから、ヤドカリ類の宿貝としての使用痕である可能性が高い。資料として興

味深いことから、第9節にて集計と分類を試みた。

参考文献

木下尚子 『南島貝文化の研究』 法政大学出版局 1996年

大城 慧 「貝錘について一考察ー後期貝塚出卜資料の場合J r沖縄県教育委員会文化課紀要第4号」

沖縄県教育委員会文化課 1987年

島袋春美 「県内出土の「タカラガイ製品jについて J r南島考古 Nal6J 1997年 
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第4節沖縄産施柚陶器

沖縄産施粕陶器とは、器の表面に紬薬を施す陶器の一群をさす。沖縄では一般的に「ジ

ヨウヤチ」とも称されている。本貝塚から検出された資料には、碗・鉢・酒j主・火入・

瓶・煙管などがある。以下、それぞれの器種について記述する。

，.線 

I類 高台脇から口縁部にかけて、ほぼストレートに立ち上がる器形である。粕掛けは、

内外面の上半分のみを対象に行う「フイーガーキ」と称される技法を用いており、器の

下半部である見込みゃ高台は露胎となる。(第16図1) 

E類 高台脇から口縁部へかけて緩やかなカーブを描きながら膨らみ、口縁部は微弱な外

反をなす器形である。� I類よりも施粕範囲は広がり、高台脇までおよび内外面を異なる� 

2種類の紬薬で掛け分けを行っている。内器面には二重の同心円文を描き、見込みは蛇

の目状になる。(第16図2) 

E類 口縁端部が外に開き、施紬範囲は高台までおよぶ。� E類と同様に内外面で掛け分け

を行い、見込みは蛇の目状になるが二重の同心円文はみられない。(第16図3) 

N類 口縁部の形体は不明でRあるが、内外面とも同ーの紬薬を施し、見込みは蛇の目状

をなす。(第16図4) 

2 .火取(火入)

俗に「ヒートゥイ」と呼ばれる煙草の火種入れである。腰部で大きく屈曲したあと口縁

部へ垂直に立ち上がる筒状の器形と考えられる。(第16図5) 

3 .酒注


注目を持つ有頚の容器、いわゆる「カラカラ」を称される酒器である。(第16図6・7)
 

4 .鉢

「ワンブー」を称される鉢である。口縁部が外に聞き、断面が三角形状に肥厚する。底

部資料は得られていない。(第16図8) 

5 .瓶

図示した口縁部l点のみの出土である。口縁部から頚部下位にかけ黒褐色の紬薬を、頚

部下位から肩部には飴色の紬薬を施す掛け分けが見られる。(第16図9) 

6 .煙管

煙管の煙草を入れる部分である雁首がl点得られた。外面には明オリーブ灰色の袖薬が

かかる。(第16図10) 

-33-



第� 3表沖縄産施稲陶器所見一覧表

口径

挿図番号 器種 器高
素地 色調 特徴

底径� 
(cm) 

第16図� l 碗� 12.6 灰白色 内外面明オリーブ灰色 高台及ぴ内底面には、砂粒や重ね焼
6.1 

PL.IOのI I類� 
6.2 Hue7.5Y.7/1 Hue2.5GY，6/1 きの目跡はみられない。

第16図2 碗� 13.2 にぷい糞樫
外面:黒褐色 内底面に二重の同心円文を描き、中� 
HuelOYR，白3/色l 央部は蛇の目状をなす。重ね焼きの� 

PL.IOの2 H類� 
6.0 

HueIOYR，7β 内面:灰� 
6.9 Hue2.5Y，6/2 跡が残る。

第16図3 碗� 13.2 にぷい賞授
外面:黒褐色 内面に紬薬を施した後、見込み周辺� 
Hue5Y:R灰1白/2色 部をふき取り蛇の目状になる。高台� 

PL.10の3 E類� 
6.5 

HueIOYR，7/4 内面� 
6.3 Hue7.5Y，7/1 外面には窯積めの際の耐火土が残る。

第16図4 碗 灰白色 内外商:灰白色 内外面ともに灰白色の粕薬が施さ� 

N類
れ、見込みは蛇の白状の紬剥ぎを行� 

PL.IOの4 
5.6 HueIOY，8/l Hue7.5Y，7/1 

う。

第16図5 灰白色 内外面に粕薬を施すが、底部までは
火取 内外面.灰白色

至らず高台部は露胎となる。一部にHue7.5Y.7/2PL.IOの7 
5.5 

Hue2.5Y，8β 
黒褐色の紬薬が付く。

第16図6 灰白色 外面:黒色 施紬は高台外菌で止まり、畳付・高
沼注 台内は露胎となる。畳付に砂目跡が� 

PL.IOの5 
7.3 

Hue5Y，7，β Hue5YR.7/1 
残る。

第16図7 灰黄色 外国:黒色
酒注� •PL.IOの6 

7.7 
Hue2.5Y.6/2 Hue2.5YR，2fl 

第16図8 灰白色
外面里褐色 内外面を異なる粕薬により掛け分け

鉢� H内u面e5Y.R浅3黄!l色 を行っている。内面には絵付けを行� 
PL.IIの2 HueIOY，7/1 

ったような跡が見られる。Hue7.5Y.7/3 

第16図9 3.7 にぷい赤褐色
外商:黒色

瓶� Hue7陪5YオRリ，2ー/プ1 頭部を境に掛け分けを行っている。内面. 褐色PL.IIのI Hue5YR，5β 
Hue2.5Y.3.β 

第16図IO
煙管

灰白色 外面.明オリープ灰色 羅宇接続部をIβほど欠損。火皿内� 
PL.lOの8 Hue2.5GY，8/1 Hue2.5GY，刀l 径l.2cm、全長3.lcm。

出土地点� 

D-ll地区

皿層� 

D-ll地区� 

IIa層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-ll地区

皿層� 

D-ll地区� 

E層� 

D-13地区� 

Nd1曹

参考文献

知念 勇・池田栄史・江藤和幸� 1988年 「灰粕碗からみた近世沖縄古窯の編年� j

『沖縄県立博物館紀要第14号J

池田栄史津波古聡�  1991年 「灰粕碗の話J r沖縄県立博物館紀要第17号j

那覇市教育委員会� 1992年 『査屋古窯群� 1J 那覇市文化財調査報告書第23集� 
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第16図沖縄産施柏陶器
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第� 5節沖縄産無軸陶器

沖縄産無粕陶器とは、沖縄で生産された上薬を掛けない焼き締めの陶器であり、一般的

に「アラヤチ(荒焼)J と称されている。本遺跡からは揺鉢、霊が検出されており、器穫

は少ない。� 

1.播鉢

揺鉢は図示した2点の底部資料のみであり、口縁部は得られていなしミ。

第17図lは、にぶい赤褐色� (2.5YR、4/4) を呈し、焼成が良い。内聞には� 10-12条を一線

とする播目が隙聞なく施される。底径9.0cmo Dー� 11地区第四層出土。

同図2は、極色� (2.5YR、6/8) を呈し、図lに比べ胎土は軟質である。内面には11-12条を

一組とする擦目が隙聞なく施されるが、見込み部は揺目が磨滅している。底径8.6cmo D-

11地区第E層出土。� 

2 .萱

同図3 肩部の張りが緩やかで、頭部から口縁部にかけて朝顔状に外反する査である。

口縁部がやや肥厚し、口唇端部が尖る。肩部に8条と� l条の凹線を廻らせ、両線の間にへラ

削りによる文字が見られるが、欠損により判読できない。口径12.9cmo Cー� 11地区第E層

出土。

図4 外面は時赤褐色� (2.5YR、2/3)、内面は暗青灰色を呈する。底径8.6cmo Dー� 11地区

第皿層出土。

同図5 外面は暗褐色、内面は暗赤褐色� (2.5YR、3/4) を呈する。底径12.4cmo C-11地

区第困層出土。

同図6 大型査の底部資料である。外面は明赤褐色、内面は澄色を呈する。底径15.1cm。� 

C-11地区第m'Wd層出土。

第4表沖縄産無粕陶器出土一覧表� 

C-7 C-II C-13 D-II D-12 D-13 

illc層 困層� lVb層� lVd層� IIa層� IIa層 皿層 皿層 lVb層 皿層� lVd層� 

指鉢 底部� 3 3 

査

口縁部� 3 3 

胴部� 3 2 2 10 53 76 

底部� 6 6 

計� 3 4 2 2 62 88 

参考文献

安里進・上原政昌 家田淳一「揺鉢編年からみた近世琉球窯業の展開j

名護博物館紀要『あじまあ3号J1987年

那覇市教育委員会� I査屋古窯群� 1J 那覇市文化財調査報告書第23集� 1992年

九州近世陶磁学会 『九州陶磁の編年J 20∞年� 
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第� 6節陶 質土器

陶質土器とは、壷屋で焼かれた焼き物の種類のlつで、「アカムン」と称されている一群

である。焼成温度は約600"C、陶土にはジャーガルと烏尻マージにニーピ(細粒砂岩)を混

ぜたものが使われている。器面は樫色を成し、手に触れると粉末が指に残る。器種は土

鍋・土瓶・火炉などが知られているが、本貝塚から出土した資料はすべて土鍋である。� 

1.土鍋 


第15図に図化した2点の資料を示した。査屋で 第5表陶質土器出土状況 
  
「サークjと呼ばれている把手付きの土鍋である。

ロクロ成形によって仕上げられ、器壁が3-5mm

と薄く燈色を呈する。器形は口縁部を「く」の

字状に折り曲げ、下部に向け緩やかに膨らみな

がら丸底の底部を成す。底部には煤の付着が顕

著に見られる。

l~ 
C.II C.13 D.ll D.12 

言十
III IIlIdlNa na nal III I Na 田� 

口縁部� I 16 19 

胴部� I 19 20 42 

底部� 3 7 II 

言十� 23 43 I 72 

第18図Iは口径17.0cm、燈色� (5YR、7/8)0D-

11地区第lIa層の出土で、ある。

第18図2は口径14.2cm、糧色� (5YR、7/8)0 Dー11地区第皿層の出土である。

参考文献

那覇市立霊屋焼物博物館『壷屋焼物博物館常設展ガイドプァクJ 1998年

那覇市教育委員会『登屋古窯群� IJ那覇市文化財調査報告書第23集� 1992年� 

2 。
 
第18図陶質 土 器 10cm 
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第� 7節� タイ産褐軸陶器

C-II . Dー� 11地区から沖縄産の陶器類とともにタイ産の褐紬陶器片が出土した。タイ

産褐紬陶器は、頚部と肩部の聞の四方に耳をつける四耳査である。便宜上大型査と中型査

に大別したが、それぞれ� I個体と考えられる。� 

1.大型褐紬重

大型褐粕宣言の破片はD-II地区E層を中心とし� 15点検出されたが、すべて胴部片である

ため実現IJ図の掲載は省略した。胴部片の厚みがIOmrnを越えることや、胴部下位で施紬が止

まることから、県内のグスク跡や古集落遺跡から出土例の多いタイ産の大型褐紬四耳査で

あることがわかる。

2.中型褐粕壷

出土状況は上記の大型褐粕査と同様である。 第� 6表� タイ産褐粕陶器出土状況� 

口縁部が外に聞き、肩の張る四耳査である。

器壁は薄く、頚部から肩部に至る最も厚い部分

で8mmを、肩の張った最も薄い部分で4mmを測る。

口縁部の外側lから胴部の下位まで粕薬を施す

が、� f由薬が薄く境は不明瞭である。

外器面は褐灰色� (7.5YR，6/1)、内器面はにぶい

赤褐色� (2.5YR，5/3) をなす。胎土は

赤褐色� (2.5Y、R4/8) をなし、粒子が

粗く黒色の細粒子を含む。

外底面の特徴として2カ所に窯詰め

の際の目跡がみられる。その形体から

D-11 D-12 C-11 
出土地点� E十

IIa層 皿層 皿層� IV層
。15胴部�  4大型壷

3。 。 。� 10 
口縁部� 3 

中型壷 胴部�  10 17 29。 。� 2。 2底部

4914 29 5計� 

，
，
�
 
i

‘
 
‘
�
 

放射肋を持つ二枚貝を用いたと考えら
I
l
-
-
o
!
 

F 

れる。口径12.2c皿、底径15.lcm、器高
f 

-
-
B
i
f
f
!
l' 

F 
J 

約30.。倒。� 

‘、
 ，，
 

F， 
F， 

。第19図 タイ産褐糊陶器 10c. 
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第� 8節骨類

今回は、分類，動物種の同定を行うことができなかったため、写真のみの掲載にとど

まった。

第� 9節貝類

本節では本来貝塚から出土する貝類(自然遺物)を食料残淳ととらえ、これらを分

類・集計することにより、そこを生活の場としていた過去の人々の食生活を一部復元し

ようとするものである。しかし、本貝塚において調査区すべてが撹乱を受けているため、

その目的を果たす事はできないが、出土した貝類のなかに興味深い資料があるため、今

後の参考になればと思いオニノツノガイ科とヒメイトマキボラの資料について紹介する。

，
.オニノツノガイ科

本貝塚から出土するオニノツノガイ科には、螺塔部から体層部に至り一方のみがすり

減るというもの(第15図に図示)が見られた。当初は人為的な加工・使用痕とみなし人

工遺物として取り上げを行っていたが、人工品とするには用途が不明なことや、類例資

料が殆どないことから疑問が生じた。唯一の類例として、本部町字崎本部の兼久原貝塚

(註 1)出土のオニノツノガイ科 l点が貝製品として扱われている。

県内の報告書を頼りに調べていくと、黒住耐二(1987 

年)の報告例や当山昌直・島袋春美氏の助言により、オ

カヤドカリ類の宿員としての使用痕であることが分かつ

た。そこで、本貝塚から検出されたオニノツノガイ科を

全て抜き出し、宿貝としての利用頻度を調べるとともに

使用痕をもつものについて破損状態から若干の分類を試
殺
長

みた。

その結果、� 76点のオニノツノガイ科が検出され、その

内71%にあたる54点に宿貝としての使用痕が認められ

体
層� 

た。これら使用痕を持つ54点を対象に破損状態による分

類を行うと、下記の4類に分けることができた。

H H H HI類:外殻に破損はなく、体層内壁を欠くもの0 ・・・・・..……2点� 

点6・..・……・H・・0類:軸唇・外唇が破損し、体層内壁を欠くものE H

E類:体層部まで破損が及び、体層内壁を欠くもの。…......・� ・..6点H

W類:次体層以上を破損し、体層内壁を欠くもの0・…...・� ・.......40点
H

これら分類の前提条件として外殻に見られる使用痕を挙げたが、分類・観察の結果に

より破損状態(残存形態)に関わらず使用痕を持つこと・体層内壁を欠くことがオカヤ

ドカリ類の宿貝利用の痕跡と考えられる。

なお、使用跡が見られない残りの22点についても観察をおこなったが、体層部や外� 

40ー



唇-軸唇に破損が見られるものの、体層内壁を欠くものはなかった。� 

2. ヒメイトマキボラ

オニノツノガイ科以外に同様の使用跡が認められたものにヒメイトマキボラがある(第� 

15図6)。出土したヒメイトマキボラにおいて、オカヤドカリ類の使用痕を持つ物がどれく

らいの割合であるのか算出は行っていないが、� 6点が確認された。オニノツノガイと同様

に、螺塔部から体層部にかけて使用痕を持ち、体層内壁を欠くことが特徴である。しかし、

この� 6点のうち軸唇を破損しているものは� I点のみであり、体層部や外唇部においてもオ

ニノツノガイ科に比べ破損の程度は低い。� 

3.小結

今回、オニノツノガイ科とヒメイトマキボラにおけるオカヤドカリ類の宿貝利用を紹介

したが、その他の貝種においても詳細に観察を行えばオカヤドカリ類の宿貝利用が確認さ

れるはずである。貝塚から出土する貝類にオカヤドカリ類の使用痕が見られる例は、本部

町の具志堅貝塚出土資料をもとに既に黒住氏により報告されている(1987年)。氏が同報

告の「考察」にて述べられているように、貝塚から出土する貝類が食料残浮であるか否か

に加え、オカヤドカリ類による持ち込み、貝製品としての利用目的、あるいはそれ以外の

目的による存在であるかを考慮に入れ、分類・集計を行う意義を考えなければならない。

引用文献

註� l 本部町教育委員会 『本部町の遺跡 詳細分布調査報告書� J本部町文化財調査報告書第� 7集1991年

参考文献

里住耐二 「オカヤドカリ類と宿貝との関係Jfあまんj沖縄県天然記念物調査シリーズ第29集

オカヤドカリ生息実態調査報告 沖縄県教育委員会� 1987年

黒住耐三 「第6章自然遺物J f知場塚遺跡j本部町文化尉調査報告書第5集本部町教育委員会� 1988年

平田義浩 仲宗根幸男・諸喜田茂充� fi中縄の貝・カニ・エピJ 風土記社� 1988年

奥谷喬司 『日本近海度貝類図鑑』 東海大学出版会� 2000年� 
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.平成4年度発掘調査

口平成5年度発掘調査

.平成11年度発掘調査

。第20図部瀬名員塚調査地点� 100m 
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第VI章結 五
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今回実施された発掘調査は、国道58号・部瀬名線道路線形改良事業に伴う緊急発掘調査

です。部瀬名貝塚は8年前の 1992年にもブセナリゾート開発に伴う発掘調査が行われてい

ます。その時の調査では、沖縄貝塚時代後期(今から約2000-1500年前)の土器を主と

し、石器・貝製品等が多数出土し、ゴホウラとイモガイが積み重なった状態で検出されま

した。なかでも、在地土器(沖縄産)とともに南九州(鹿児島産)の弥生土器が出土し、

南九州弥生人との交流を裏付けるなど沖縄の先史時代研究において最も低迷している貝塚

時代後期文化の一端を示すことができました。このような前回の調査成果を念頭に置き、

部瀬名貝塚の時代的位置づけや文化内容をより明らかにできるのではなしゅもと期待し調査

に臨みました。

発掘調査は客土をパックホーにより除去することから始まり、旧表土面と思われる E層

の暗茶褐色j昆磯砂層から手堀で進めていきました。ところが、沖縄貝塚時代後期の土器が

出土するとともに、 I地区 (D-llグリット)を中心に沖縄の壷屋で製作されたと考えら

れる陶器類が出土した。両資料には上下の関係がなく、調査地区の断面にみられる堆積状

況からも撹乱を受けていることが明らかであった。その後、調査地区を拡大し、撹乱を受

けていない地点を求めたが、今回調査を行った個所すべてにおいて撹乱を受けていた。そ

のため貝塚時代に生活をしていた人々の痕跡を示す遺構も検出されなかった。

出土した土器はすべて貝塚時代後期に属するものであり、無文を主体とし小破片が多か

った。また、 1992年の調査でみられた移入土器(弥生土器)も検出されなかった。石器や

貝製品も検出されたが、数が少なく良好な資料は僅かであった。

残念ながら、今回の調査区は戦後の採砂工事等により撹乱を受けた可能性が高いと考え

られる。そのため、当初の調査目的を果たすことはできなかったが、発掘調査に協力して

くださった多くの方々や関係機関のみなさまに深く感謝を申し上げます。ありがとうござ

いました。
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名護市の遺跡一覧表

遺跡 名 所 在 地 時代区分

連天原サパヤ貝塚 | 逐天原200-1材 |前期7・中期?・ 後期

タ主主~'1-河口近拘散布地 {反称| 運天原5主力 I riij期 ・グシク時代

済J!:出1372・2材

屋 Ii斉井出長佐久ナカサク 貝塚 I斉Jt出1361材 |後期

備 考

1956年指定県指定史跡

アジ←プク川河口遺訪散布地を改称

J.::.堂版(ウフドーパル 貝塚 i斉I下出1285材 |早期 ・前期・中期?・後期 I1998年から発掘調査実施中

我 |ハンタジー遺跡{仮林) 済井出1285材 |グシク時代 |造物包含惜の自然、破壊が進む

大';ji:i長泣物散街地{仮称)

」俊郎
済J1:出1216 I前期 ・後期 ? I愛楽同東}j遺物散布地を改称

能平名1208材 |グシク時代~近世 |鏡平名の占集落跡。 部破演

ナンマー只塚 | 鏡平名748材 |後期

7マグシク東万遺物散布地 仮称| 屋我21材 |後郊J?

i云孜グシク遺跡群 屋技363材 グシク時代~近世

墨!旨原{スミヤパル)遺跡 屋我l主力 早期 - 中J~l .後期

121 .'!1}長原浜崎j立跡 | 屋我122材 'I'i羽・f封切

;頼洲付 (シームラ)跡j立跡 | 源河1659材 グシク時代~近111:

i原料J)ミ{ウー}グシクjil跡 I i原河227材 グシク時代~近世

点在'i~ 'r~ ITJ造物散街地 I 1';:喜屋

JI~ ~f{.[言i河社義遺跡散布地 | 真喜屋

羽 |阿波J応部遺物散布地 | 真喜屋

奥武原j立跡

地 |上之制追跡

点喜屋9~0材 |中期~後期

flt芸屋 1 ~83- 1材|グシク時代

グシク時代川之上(ハーヌウイ)遺跡 I f中尾次389材

121ウフ制上器出土地 仮称 1 f中尾次1206材 グシク時代?

屋我.i青井出の古集落 80年発摺~査

集務跡?1980年9月試掘調3't

i原i可のrJi集務の一つ

j原河の古集落の一つ

;):)地地区唯一の貝塚時代遺跡

点在尾'の古集洛跡?

11ド尽次上グシク遺跡

!中尾市付遺跡

f中尾次787材 グシク時代ヲ ~近世 | 仲尾次の~集落跡

i中尾時384-f-カ グシク時代~近111: I 1中尾の占集落跡

現川グシクi立持羽地グシク 親111353材 グシク時代 |石湾、遺物包含層を有する

:];1地!日j切番所跡 親111308-1材 ~琉球~近ttt

仲間 ナハマ)泣跡 国井等357材 グシク時代

mJI:苛¥(テーヤ)遺跡 回井等294・2材 |グシク時代~近i仕 III )1ニ等の古集落跡
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ヤトパラ殿遺跡 凹Jド等329材 近|吐

デーグシク遺跡 凶対二等462・l材 グシク時代

フガヤ遺跡 問弁士事481材 グシク時代

羽
谷lll(コクデン)泊跡 川上265材 グシクl時代~内琉球 川 |二の占集落跡

川上(ハーミー)泣湖: } 11 1:3ホカ グシクH年代 川上の占集結時

I也 親(ウェー)グシク遺跡 )11 1-.1016-1ホカ グシク時代? 川トーの占集落跡

振~名造物散布地 (仮称) 振慶:f，8材 グシク時代~市琉球

W&川古品遺跡 伊差川667-1材 グシク時代~近1ft 伊差川の占集活

政部制i可瓦:繁跡 干支部祖j可

25 子片J主知焼:官跡 占我MI503材 近111: 1972年指定県指定史跡

安和只塚 安手1149材 後期・グシク時代 1980年10月、試掘調査

音11間被現庁磁出土地 (仮称) 安手112618材 占琉球? ;"!o!穴内より青磁採集

屋
底部前HI原H塚 !せ部470材 後JUJ-グシク時代

屋部H塚 J五部178材 後JUJ 1980年7刀、試掘調査
部

東兼久原貝塚 す:茂佐202主力 後期~グシク時代

屋部川1I ~i瓦/1¥ 1'.地 字茂{を-l2-2材 グシク時代? 1960年9月、大川市氏が調ff.

7 下戊f皮I片山jtt跡 字i1:ffr: 572材 グシクn.y代~近|吐 す:茂佐 .}ji.部の古集洛跡

古里山品遺跡 1:;;又894材 占琉球'7_近世 宮里のliij集務跡、採上で絞検

大西灰遺物散布地 (仮材、 名護2739-1材 (イミ明

大堂版 (;f，ードーパル 商遺跡 名護2679材 グシク時代~近世 大統久の古集務?

大企原点遺物散布地 (仮称、) 名謹2554ホ 後JYJ-グシクH手代 畑地|井i墾により一部破峻

大中灰遺物散布地 (仮称) 名護 (不Ip.j 宅地造成で破壊

名

名護貝塚 名護403材 後期 宅地造成で破壊が続く

アパヌクJP家 名護303材 後JU! 大1長久貝塚を改祢
護

i梓I_'lt(ミズパル)貝塚 見〈江291ホカ 後期 1981年7月、試掘調査

ii梓原人fl'出七地 京江288材 (不明 旧北部上木 'JI.~~所構内

城 (グシク)人1'J'/1'，土地 城596 (イミIY!

城古銭出土地 域 グシク時代 15世紀以前の中函古銭が出土

ナングシク泣跡群 r，護2150材 グシク時代~近世 械のI守集務跡

J午回以塚 日午I1J222ホカ 後WJ
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イシグムイ造物l技術.lii! 1反休 I)平瀬316付 | 不IVjI 

名|淵111FfI刷物散布地 l州 |淵 11附 |不IYj

譲 |剖;沼i名貝塚 .六:瀬n塚 士;:1領1939主力 校!切

171剖iz領名有j立弥 喜瓶r:精名原 1919~:1前期

19911f、1999年先制調査

:woo年発制調1f.

1'f; It (ア 7ツ)j量弥 J二j--屋-165材 IIjiil切 県道によ:)ー剖;磁波

)( I ~尾原遺跡 J二j:lli906材 |グシクH引t-j.5:llI;

ノ、サマ遺跡; Jく{てf云815-10材|近111;-近代

弱問貝塚 必問80材 |後期、クシクH年代

'i&~;号原 (ハヨーパロー ) 遺跡 I X(si::;633付 クシク 11-'f( t -j5: 111: 

安斉i;!Uぷ '!i街;307付 {を1耳 7シY時代、;5:f!t 

北上原i¥'H守、 '!ii昂118-3主力 グシク時代、近11そ

久
卜.之品 (ウイヌシマ jll~ 1安部151・i材 ，'ihlU;R -? -j[i: I!t 

ぷ千苅付j!i:~ i flIIJR60け ，'i・hI!.J求? j!i:IH: 
士
山?
思l京 fウムイパル』遺跡 il1'f Ifi360-1t古|後!Pl?

思係長佐久J占均散街地 jll野ri306-105対

思!反行器出 1:地 j旦野，'i・177ホ骨

).;_ノ〈泣[?J); jll!Pj-1'1・365材

大IIIIIl原追跡 |九ι119-1持 lìíil~j 

久ぶ貝塚 |久.ιーl叶 {針。j-クシク時代

上堅グシク ifi~ I久.ιグシク 11久ぶ-Ih-l・3対 クシク Il.fft

久.ι~î品追跡 |久.む369-::可 til・JiiU;R-jE: 111: 

181 liij[IIf(i.7)， 111 j立跡 |久.ι-17-1対 ，'iJiU;k -j!i: Ilt ;j( II 1跡、 l り79午発持tI，~t~f1t 

1乙仁尽の，'iUSii存~

底仁庄のI'iUミl?;

お除貝塚はマンカI反散街地を合む

安部の，iij1t恭助、

i TlIl!のがi悦治問;

illTi-lljキ，・ンフシ 斗ワープ内

辺釘，Lfiキ J ンフシュワーフ内

illff r'iキみ・ンフシェワーフ内

jll野市キャンフシヰワーフ内

出f:jii物(二?を 1:1人J'? 

集落跡、 IlJ79if発掘調1f.

久，ιの8~!S{ti~~; -? 

久ぶの r1i 民洛~~;

※?〆1説rli教ff委11会!9961rfi:製の 名護市の遺跡 -tl~;< を-部追加 ・1手lEを行った
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名護市内の指定文化財総括表

平成13年 (2001年)3月現在

種別 指定別 国 県 市 aEbコ 号ロ制~ 備 考

有形文化財 建造物 2 
屋部の久護家

j原河ウェーキ

絵画 琉球r:;兵長絵巻

て芸 8 9 占我知焼耳H壷 {三か

書跡 校周期リ主軸

古文書 我部祖i可仲ノ屋文占:

歴史資料 三府龍除碑

民俗文化財 有 J~ 2 5 7 我部祖j可の荷台 ほか

無形 2 3 Wlli可の長者の大長

安和のウシデーク ほか

植物 2 9 12 ひんぷんガジュマル

真喜屋のサガリパナ ほか

記
動物 8 8 17 ケナガネズミ (;.か

d忍岳、、

物 地質 底仁屋の裕IIIJ

記念 物

保護区 嘉津字岳安和岳八重岳

史跡 3 コ 8 改決羽地川碑記ほか

名勝 識のi竜

ムロ 計 9 21 35 65 

※名護市教育委員会 f名護市の文化財"J1997年作製をもとに、一部追加を行った。
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